
 

 

 

 

 

 右の図は本校のマスコットキャラクター「みどりん」です。 

2006年 7月に児童会が学校のキャラクターを作ろうと考え、 

全校児童にイラストと名前を募集しました。こうして、学校の 

シンボルツリーのケヤキの葉をかたどった可愛いキャラクターが 

誕生したわけです。 

 たくさんの樹木に囲まれており、緑化活動が盛んな武蔵小にマッチした 

キャラクターですが、最近は様々な場面で活躍しています。 

 例えば、校長の私は「みどりん」が実在しているような演出を行うことで、 

児童が「緑と笑顔」が好きになってくれるような仕掛けをしています。 

 本日の児童集会でも「みどりん」を使って話をしましたので、紹介します。 

 

 

 

 

みなさん、おはようございます。ゴールデンウィークは楽しかったですか？ 

さて、始業式でみなさんに２つのお願いをしましたが、おぼえていますか？１つは「『ありがとう』の

言葉をたくさん使おう」、もう一つは「笑顔をたくさん作ろう」でしたね。 

 武蔵小学校のマスコットキャラクター「みどりん」も笑顔とみどりが大好きなんですよ。この間、「み

どりん」からそのことを聞いたので、証拠映像を見せますね。（―動画「みどりん」―） 

 どうでしたか？ ふだんは「みどりん」は姿を現すことはないのですが、もののけ姫の映画に出てくる

森の精霊「木霊」みたいに、突然見えるときがあります。みなさんも見えるといいですね。 

 さて、「みどりん」のように、ふだん私たちには見えないものがあります。何か分かりますか？それは

自分の心や人の心です。校長先生は「みどりん」は見えても、あなたたちの心の形は見えません。 

 でも、本当に心の中にある「優しさ」や「思いやり」は見えないのでしょうか。 

 確かに心は見えないけど、先生方や周りのお友達はいろいろな場面であなたたちの「優しさ」や「思い

やり」を見ています。例えば、 

「怪我をしたお友達を優しく保健室に連れていっている人」「乱れているトイレのスリッパを言われなく

ても並べている人」「泣いているお友達や落ち込んでいるお友だちに声をかけている人」「落ちているご

みを拾ってごみ箱に捨てている人」「解き方が分からなくて困っているお友達に優しく教えている人」「進

んで先生のお手伝いをしている人」ほかにも、あなたたちが優しい心や善い心を発揮している場面をた

くさん見かけることがあります。 

 心や思いは誰にも見えないけれど、それが、態度や行動になったとき、あたたかい優しさや思いやりに

なって見えるようになるのですね。こんな素敵な場面が見えた時、校長先生は心が温かくなって、思わず

笑顔になってしまいます。 

 だから、武蔵小学校は、優しさや思いやりがたくさん見える学校になればいいなと思います。そうすれ

ば、みなさんのニコニコ笑顔がいっぱいふえて、「みどりん」も喜んで姿を現わしてくれるでしょう。 

 ５月も笑顔いっぱいの武蔵小になるようがんばりましょう。お話を終わります。 

 

 武蔵小学校の子どもたちは全員、「優しい心」「思いやりの心」を持っています。子どもたち全員がその

美しい心を具体的な態度や行動に現すことができるようになればいいなと思います。 

 有名な詩「行為の意味（宮澤章二 著）」の最後の節に、「あたたかい心が あたたかい行為になり やさ

しい思いが やさしい行為となるとき 〈心〉も〈思い〉も 初めて美しく生きる －それは 人が人として

生きることだ」と書かれています。 

 子どもたちの温かい心や思いが形になるよう、がんばっていきます。 
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